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教育政策のこれからを考える
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CISTI政策パッケージと私（教育心理学、学
校教育学、保育学の実践研究者）の立場

１ 内閣府総合科学技術・イノベーション会議 教育人材育成ワーキング
グループの委員の一人。文部科学省中央教育審議会からの委員として、
議論等に参加。（打診は、文部科学省から）

２ 第１１期の文部科学省中央教育審議会で「令和の日本型学校教育答
申」（２０２１年１月）委員、「令和の日本型学校教育「令和の日本型学校
教育」を担う教師の在り方特別部会」であった。現在も義務教育の在り方
WG委員や１２期中央教育審議会委員である。

３ 中央教育審議会だけでなく、教育再生実行会議第１２次提言「ポストコ
ロナ期における新たな学びの在り方について」（令和３年６月）や、内閣府
こども政策の有識者会議、全世代型社会保障構築会議,税制調査会等の
委員をしていること比較し感じ考える当該WGの特徴がある。



本日の論点

１ CSTIの議論に立ち会って

２ 見取り図を越えたこれから



１. CSTIの議論に立ち会って



前提：CSTIのWGの設置趣旨は、科学技術・イノ
ベーション基本計画に基づく人材育成であり、国
の教育政策検討そのものではない。

設置要項
資料より
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最終パッケージには含まれなかったが、個人的に重要な議
論と考えた点１ これからの学校像、社会像への議論

少子化、DX化、多機能の学校

においてのスリム化とアウト
ソーシングの議論の方向性と

そのイメージの共有

第３回資料より



第４、５回資料より
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本会議検討過程に対する個人的に重要な議
論と考えた点２ 「時間・人材・財源」の３点か
らの議論の共有（第３回資料から）
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本会議検討過程に対する個人的に重要と考えた
点３ 中間まとめにおける声に１０代の声を含める

本報告がkンらずしもメイン部分以外
の意見も多い
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パッケージへの個人的認識と意見
肯定的側面

１ 総合科学技術会議のWGであるから、
STEAM教育, 高大接続、産業関係者とのつな
がり、子どもの多様性への議論が可能となっ
た。

２ 「時間、人材、財源」の議論を通して、社会
構造の変化や児童生徒、学校の実態に関して
の事実の整理としては、社会的なインパクトを
もっていた（自治体勉強会等に使用された)。

３ 子どもたちへの意見聴取をはじめあらたな

試みと理念が提示された。

４ 方向性、見取り図としての一定の意味を
持った。

否定的側面

１ 審議まとめ等を丁寧に文書で検討をした
ものではない。専門的多面的な議論、これま
での教育政策の議論の積み上げとの接続で
議論しているものではない。

２ 目的に照らしても公教育政策の在り方がメ
インの議論ではなく、科学技術イノベーション
の論点からのものである。

３ 具体化につながっているのは「未来の教
室」「未来の部活」であり、その後の文部科学
省の教育政策には関連性を持っていない。

教育政策の見取り図として活用はされていな
い。議論のための議論の会議になった。



２ 見取り図を越えたこれから





次期教育振興基本計画概要版２０２
２．１２．



中央教育審議会教育振興基本計画部会「次期教育
振興基本計画の策定に向けたこれまでの審議経過
について（報告）」（令和５年１月１３日）

人材育成という視点だけでなく、日本社会に根差したウェルビーイン
グの向上・日本発の概念整理

⚫「ウェルビーイングとは身体的・精神的・社会的に良い状態にあるこ
とをいい、短期的な幸福のみならず、生き外野人生の意義などに将
来にわたる持続的な幸福を含むものである。また個人のみならず、
個人を取り巻く場や地域、社会が持続的に良い状態であることを含
む包括的な概念である。」

⚫日本発のウェルビーイング 獲得的幸福感（自尊感情や自己効力
感）と 協調的幸福感（思いやり、利他性、社会貢献意識）のバランス
の取れたウェルビーイング
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研究者はアクター間をどのようにつなぐことに関与するのか、
そのつながりのあり方が公教育や民主的市民育成への
教育をきめる重要な時期ではないか。紙文書を越えた研究
者の実践が問われている。
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引用資料の出典
本発表の資料は、内閣の以下のサイト

総合科学技術・イノベーション会議教育・人材育成ワーキンググ
ループ - 総合科学技術・イノベーション会議 - 内閣府 (cao.go.jp)に
ある毎回の会議配付資料の中の資料より引用している。

また教育振興基本計画の資料は文部科学省の次期教育振興基本
計画について（答申）（中教審第241号）の概要ならびに答申本文か
ら引用しているｖ。

https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1 
412985_00005.htm

https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kyouikujinzai/index.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/tyousakai/kyouikujinzai/index.html
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1412985_00005.htm
https://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1412985_00005.htm
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